



































































埋蔵文化財調査室長  阿子 島 香
Ⅱ。東北大学埋蔵文化財調査室の概要
1.東 北大学構 内の遺跡 と埋蔵文化財調査
東北大学には、各キャンパスに加え多くの研究施設があり、これらの構内には多くの埋蔵文化財が存在する (表






























































東北大農場 2 3号畑遺跡 36098 縄文
大崎市鳴子温泉
大口字町西









1 :Ruin Of Sendai Castle
2 :Ka都 /auchi steles
3 :Kattrauchi A Site
4:Kawauchi B Site
5 :Sakuragaoka kouen Site
6 :Aobayama B Site
7:Aobayama E Site
8 :Aobayama C Site











1:仙台城跡 2:川 内古碑群 3:川 内A遺跡 4:川 内B遺跡 5:桜 ヶ岡公園遺跡 6:青 葉山B遺跡 7:青 葉山E遺跡
8:青葉山C遺跡 9:青 葉山A遺跡 10:青葉山D遺跡 11:芦ノロ遺跡 12:片平仙台大神宮の板碑 13:郷六大日如来の碑
14:葛 岡城跡 15:郷六城跡 16:郷六建武碑 17:沼田遺跡 18:郷六御殿跡 19:郷六遺跡 20:松 ケ岡遺跡
21:向 山高裏遺跡 22:萩 ヶ丘遺跡 23:茂 ヶ崎城跡 24:ニツ沢横穴墓群 25:萩 ケ岡B遺跡 26:人木山緑町遺跡
27:ニツ沢遺跡 28:青山二丁目遺跡 29:青山二丁目B遺跡 30:杉土手 (鹿除土手)31:砂押屋敷遺跡 32:砂押古墳
33:富沢遺跡 34:泉崎浦遺跡 35:金洗沢古墳 36:土手内窯跡 37:土手内遺跡 38:土手内横穴墓群 39:三神峯遺跡
40:金山窯跡 41:三神峯古墳群 42:富沢窯跡 43:裏町東遺跡 44:裏町古墳 45:原東遺跡 46:原遺跡 47:八幡遺跡
















2.埋 蔵 文化 財 調 査 室 の組 織 と施 設
埋蔵文化財調査室の職員は、併任の調査室長 1名、文化財調査員 3名 (う ち特任准教授 1名、専門職員 2名 )、











部別館 3(呼称整理により現在は本部棟 4)の 1階で、法科大学院が使用しているスペースがいずれ空く見込み
であることから、最終的にはそちらに移転することとし、当面は埋蔵文化財調査室の保管倉庫の 1階を改修して















職 名 氏 名 等 備 考
調査室長 文学研究科教授 阿子島 香 併任
文化財調査員
特任准教授 藤沢  敦
専門職員 柴田 恵子
専門職員 菅野 智則
事務補佐員 時間雇用職員 内海 幸一 埋蔵文化財調査室運営費を財源とした職員
整理作業員 時間雇用職員
5名
(通年 3名 ・半年間2名 )
全学的基盤経費を財源とした職員
2011年 3月 11日 に発生した東日本大震災は、東北大学にも多大な被害をもたらし、埋蔵文化財調査室でも被害
が生じたが、全般に被害程度は軽微で、早期に復旧することができた。家具類の転倒防止措置や、棚への転落防














2011年度 (平成23年度)は、運営委員会は 1回開催した。運営委員会の開催月日と議事内容は、以下の通 りで
















1.埋 蔵 文 化 財 調 査 の概 要







3月 11日 に発生した東日本大震災に関しては、 3月 25日 付けの文化庁次長通知「平成23年度東北地方太平洋沖
地震に伴う復旧工事に関する文化財保護法の規定の適用について」によって、道路やライフラインの復旧工事、
被災建物などの撤去工事、緊急を要する復旧工事ついては、文化財保護法第93条及び第96条 の規定による届出は





措置としての立会調査は、川内北地区と青葉山北地区において、 6件実施した (2011-A～ F)。
表3 2011年度調査概要表










確認調査 富沢 富沢宿舎独身宿舎南側 (2011-13) 宿舎新築計画に伴う試掘調査 3/5'7・ 8 13・ 21 22
立会調査
川内南 図書館北東側 (20■‐1) 5号井戸改修工事 4/8,11
川内南 植物園研究棟前庭南西側 (2011-2) 植物園本沢水門土留柵崩壊復旧工事 5/23
川内南 植物園標本室南西側 (20■ -3) 植物園法面崩壊復旧工事 5/26
川内南 図書館北西側 (20114) 光ケーブル架空敷設用銅管柱設置工事
富沢 職員宿舎東側 (2011も ) 宿舎遊具取設工事
川内南 植物園前庭南東側 (20■‐6) 植物園前庭南側給水管漏水復旧工事
青葉山 サイクロトロン実験棟東側 (2011‐ 7) サイクロトロンRIIn暖房設備改修工事
川内北 ハンドボールコー ト東側 (20± 1-8) 多目的コー ト排水管改修工事 11/10
富沢 野球場北東隅 (2011つ ) 硬式野球部部室設置工事
川内北 保育園南東側 (2011-10) けやき保育園園庭照明灯取付工事 1/16・  17
川内南 中講義棟東側 (2011-■ ) 文科系中講義棟汚水管改修工事 2/15













仮設校舎整備事業 6/14、  7/14・  15
川内北 合同研究棟南西側 (2011つ ) 仮設校舎整備事業
青葉山 地学棟西側駐車場 (2011‐ E) 仮設校舎整備事業
6/15、  9/6・ 8、
12/9























な範囲の250だ を 1区 として、 9月 1日 より調査を開始した (図 4)。
地下鉄東西線の工事用の仮囲いを、工事施工範囲の際まで移設していただけることとなったため、 1区の北側
の87だ を10月 H～ 13日 に重機で掘削して拡張し、この区域を2区 と呼称した。これ以降は、 1区・ 2区を合わせ
て調査を実施した。1区・ 2区の調査がおおむね完了した12月 7日 に、ラジコンヘリでの空中写真撮影を行った。
翌12月 8日 から13日 には、調査が完了していない 1・ 2区の一部を残 して埋め戻し、隣接する3区の重機掘削を
行った。
地下鉄工事区域を横断する通路の延長部分は、幅 8mの通路の内、東側 4mを通路として残し、西側 4m分の
64だ を先に調査することとし、これを3区 とした。 3区の重機掘削後、 1・ 2区の調査の残 りを進めつつ、 3区
の調査にとりかかり、12月 末まで作業を実施した。厳寒期の 1・ 2月 は、図面作成など補足的な調査を行うにと
どめ、それ以外の作業は実施していない。 3月 1日 より、 3区の本格的な調査を再開した。 3区の調査は3月 22
日で終了し、隣接する4区の調査に備えて埋め戻 した。
2011年度には、 1～ 3区の401だ 分の調査を終了し、全体調査予定面積の953ゴ のうち、42.1%ま で実施したこ
ととなる。なお、南北通路の東側 4m分については、通路東側の斜面部分を合わせた95∬ を4区 とし、2012年 度
の 4月 に調査を実施している。第14地点の調査は、この2012年 4月 末で一旦中止し、課外活動施設新営に伴う仙
















































































































































































2010年 12月 22日 の豪雨によって、植物園標本室南西側の法面が崩壊 した。この法面の上には、二の九最西端を
画する塀が設けられていたと推定されており、第 6地点の調査の際には、塀の基礎の可能性がある低い石組が検















































































復旧工事での立会調査は 1件実施した (図 7)。
・サイクロ トロンRI棟暖房設備改修工事 (2011-7)
サイクロトロンRIセ ンターのRI棟で使用している暖房用のガス管が老朽化したため、入れ替える工事である。
















調査面積は、合計で99だ である。2012年 3月 5日 から23日 の期間で、表土および新しい盛土を重機で除去した後、
地山面を精査して、遺構・遺物の有無や、基本層序の状況を確認した (図 9)。
・ 1区











1区の東側に位置し、 4区から1区に向かって西へ緩 く下っていく斜面に設定した、 3m× 3mの調査区であ
る。表土はごく浅 く、 5～10cmほ どしか存在 しない。表上の下位には、地山の明褐色粘土層が露出する。地山
最上部の褐色土層は確認できなかった。地山上面の傾斜も、現状と変わらず、西へ向かって緩 く下っていく。調
査区北端に、褐色上のほぼ円形のプランの一部が確認されたが、埋土の状況などから、風倒木痕と考えられる。





































































































































































































2.1区全景 (東から) 3.2区全景 (北東から)





高地状の高まりが残存 している可能性が高いものと想定した。 3m× 6mの調査区を設定して調査したが、調査
区全域に建物のコンクリー ト基礎が存在 した。戦前にこの場所に置かれていた、陸軍幼年学校の建物基礎と考え
られる。建物基礎によって破壊され、地山上部の地層は削平されていると考えられる。遺物は出上していない。















































































鉄製品についても、仙台城跡二の九北方武家屋敷地区第13地点 (BK13)か ら出土した遺物のさび取 り作業を、
20■年度に実施した。調査報告書に実測図を掲載した資料については、2011年 度で処理を終了した。非実測資料
について、当年度では終了せず、作業を継続中である。
5.資 料保 管 状 況
































年  度 未整理箱敷 整理済箱数 合計箱数 備 考
1983
1984 4 年報 1(1983年度調査分)刊行
1985 年報 2(1984年 度調査分)刊行
1986 245 353
1987 401
1989 年報 3(1985年 度調査分)刊行
1,218
1,086 年報4・ 5(1986・ 87年度調査分)刊行
1992 1,028 1,491 年報 6(1988年 度調査分)刊行




1491 年報 9・ 10(1991・ 92年度調査分)刊行
1998 1,774 年報■ '12(1993・ 94年度調査分)刊行
1999 1,893 2,010 年報13(1995年度調査分)刊行





472 2856 年報19-1・ 20(2001・ 02年度調査分)刊行
2006 2391 2,858 年報19-3・ 21(2001,03年度調査分)刊行
2007 2,507 2,788 年報19-4。 22(2001・ 04年度調査分)刊行
2008 2,619 2,804 年報19-2・ 23(2001・ 05年度調査分)刊行












・菅野智則 学術研究助成基金助成金 。若手研究 (B)1,560,000円 「縄文時代における居住形態の研究」
7.教 育 普 及活 動
(1)非常勤講師
2011年 度に、当調査室の文化財調査員で、非常勤講師を担当したものは次のとおりである。












20H年 4月 23・ 24日 考古学研究会第57回総会『震災緊急フォーラムー東日本大震災に直面して一』
報告「大震災に直面して一宮城県の被災状況を中心に一」 羹 :岡山大学
2011年 6月 25。 26日  国立歴史民俗博物館基幹研究「新しい古代国家像のための基礎的研究」共同研究員
お :国立歴史民俗博物館
2011年 8月 27・ 28日 考古学研究会第57回研究集会 5(日 本考古学)の時間 。空間を再考する』
コーディネーター お :岡山大学
2011年 9月 14。 15日 阿光坊古墳群整備検討委員会 於 :青森県おいらせ町みなくる館
2011年 9月 23・ 24日  国立歴史民俗博物館基幹研究「新しい古代国家像のための基礎的研究」共同研究員
胎 :国立歴史民俗博物館




2011年 12月 23・ 24日
2012年 2月 14日
2012年 3月 3日


















































































ウェブサイ トでは、遺跡資料 リポジ トリとリンクし、
才  !うデ出L ´
図11 川内萩ホール展示ギャラリーでの展示状況
そちらを参照できるようにした。これにより、調査室のウェブサイ トで必要な容量を少なくできることから、ウェ






































1.歌津魚竜館の全景 (4月 13日 ) 2.歌津魚竜館 2階展示室被災状況 (4月 13日 )
Ⅲ  I二盈》
3.洗浄した魚竜館資料の照合作業 (4月 14日 ) 4.野蒜収蔵庫流出資料の回収作業 (6月 9日 )
旧牡鹿町収蔵庫被災状況 (6月 23日 ) 6.旧牡鹿町収蔵庫での回収作業 (6月 23日 )


























「被災文化財等救援事業への御協力について (依頼)」 の文書が、 5月 13日付で寄せられた。これ以降、救援委員
会の文化財レスキュー事業に、東北大学埋蔵文化財調査室として、正式に参加・協力することとなった。
救援委員会による被災場所でのレスキュー作業で、埋蔵文化財調査室職員が参加したものは次のとおりである。
6月 9。 10日 東松島市野蒜文化財収蔵庫での外部流出資料の回収と仮封鎖
6月 21日   女川町マリンパル女川展示資料を回収し運搬
考古資料は東北大学埋蔵文化財調査室に運搬して応急処理として水洗作業実施
6月 23・ 24日 石巻市旧牡鹿町資料収蔵庫の収蔵資料を回収し隣接する体育館へ移動
7月 5～ 7日  東松島市野蒜文化財収蔵庫の収蔵資料を回収し奥松島縄文村歴史資料館へ運搬
これらの回収作業以外に、石巻文化センターで被災した考古資料の一時保管と応急処理を担当している。石巻
文化センターでは、 1階にあった考古資料収蔵庫が、津波で完全に水没した。ここから回収された294箱の考古




アをつのって洗浄作業を行うこととなった。洗浄作業は20H年 6月 20日 から開始し、断続的に作業を実施し、10
月 5日 までに185箱 の洗浄が終了した、残る9箱は2012年 3月 13～ 15日 に作業を行い、全ての洗浄作業が終了した。
それ以降は、保管状況を点検しつつ、埋蔵文化財調査室の収蔵庫において一時保管を続けている。
・宮城県保全連絡会議への参加






連絡会議は、20H年 10月 5日 に開催された準備会を経て、10月 21日 をもって正式に発足 した。その後、第 1回
の連絡会議が2011年 12月 7日 に、第 2回の連絡会議が2012年 3月 21日 に開催されている。連絡会議では、活動状
況、一時保管施設での資料管理状況などについて、情報交換や協議が行われている。
(引用・参考文献〉
蝦名裕- 2011「 東日本大震災における歴史資料保全活動 -3.11以 降の宮城資料ネットの活動を中心に」 F日 本
局きJL』  7591許  99-107妥髯
蝦名裕- 2012「 東日本大震災における歴史資料保全活動一大震災から1年間の官城資料ネットの活動」『宮城
考古学』第14号 13～24頁 宮城県考古学会
岡田 健 2011「文化財レスキュー事業について」『博物館研究』46-9 8～ 12買 日本博物館協会
菅野智則 2012「文化財レスキューに参加して」『宮城考古学』第14号 105～ 110頁 宮城県考古学会




仙台市史編さん委員会編 2006 F仙台市史 特別編 7 城館』仙台市
東北大学埋蔵文化財調査委員会 1985～ 1994『東北大学埋蔵文化財調査年報』 1～ 7
東北大学埋蔵文化財調査研究センター 1997～ 2006『東北大学埋蔵文化財調査年報』 8～ 18、 19-1、 20
東北大学埋蔵文化財調査室 2007～ 2010『東北大学埋蔵文化財調査年報』19-2・ 3・ 4・ 5、 21～24
東北大学埋蔵文化財調査室 2010～ 2012『東北大学埋蔵文化財調査室年次報告2007～ 2010』
東北大学埋蔵文化財調査室 20H 『仙台城跡二の丸北方武家屋敷地区第11地点 。第12地点―仙台市高速鉄道東
西線機能補償関係調査報告書―』東北大学埋蔵文化財調査室調査報告 1





平成6年 5月 17日 規第56号
(趣 旨)
第 1条  この規程は、国立大学法人東北大学埋蔵文化財調査室 (以下「調査室」という。)の組織及び運営につ
いて定めるものとする。
(目 的)



















第 6条 調査室に、その組織、人事、予算その他運営に関する重要事項を審議するため、運営委員会を置 く。
(運営委員会の組織)
第 7条 運営委員会は、委員長及び次の各号に掲げる委員をもって組織する。






















第12条 第 7条第 1号から第 3号 まで並びに第10条第 3号に掲げる委員は、室長が委嘱する。
(任期)











1 この規程は、平成 6年 5月 17日 から施行する。
2 東北大学埋蔵文化財調査委員会規程 (昭和58年規第38号 )は、廃止する。
3 東北大学公印規程 (昭和46年規第17号)の一部を次のように改正する。
〔次のよう〕略
附 則 (平成16年 4月 1日 規第207号改正)
この規程は、平成16年 4月 1日 から施行する。
附 則 (平成18年4月 26日 規第80号改正)
1 この規程は、平成18年 4月 26日 から施行 し、改正後の国立大学法人東北大学埋蔵文化財調査室規程の規定は、
平成18年 4月 1日 から適用する。
2 平成18年 4月 1日 (以下「適用日」という。)の前日にセンター長の任にある者は、適用日において改正後
の第4条第 3項の規定により室長となったものとみなし、その任期は、同条第 4項の規定にかかわらず、平成
18年 5月 16日 までとする。
附 則 (平成19年 4月 1日 規第76号改正)
この規程は、平成19年 4月 1日 から施行する。
2.東 北 大学 埋 蔵 文化 財 調 査 室 運 営 委 員会 委 員名 簿 (2011年度 )















施  設  部  長
幹 事 施 設 部 計画課長
3.東 北 大学 埋 蔵 文化 財 調 査 室 運 営 委 員会 調 査 部 会 委 員名 簿 (2011年度 )
委員長 室   長 (文学研究科 教授)





阿子島   春
佐 藤 源 之
坂 口 清 敏
石 岡 千加史
永 田 英 明
國 分 牧 衛
大 藤   修
柳 原 彼 昭
鹿 又 喜 隆
藤 巻 宏 和
飛ケ谷 潤一郎




西 チ‖ 和 慶











阿子島   香
大 藤   修
柳 原 彼 昭
鹿 又 喜 隆
藤 巻 宏 和
飛ケ谷 潤一郎
柳 田 俊 雄
平 川   新
藤 沢   教
柴 田 恵 子
菅 野 智 則
川 田   裕
4.東北大学埋蔵文化財調査室刊行報告書一覧
《東北大学埋蔵文化財調査年報》











青葉山B遺跡第 2次調査 (AOB2・ 旧称AOF)


































































































































東北大学埋蔵文化財調査年報22 2008 平成16年度 (2004年度)事業概要 東北大学埋蔵文化財調査室






















書 名 刊行年 掲載内容 刊行主体
東北大学埋蔵文化財調査室年次報告2007 2010 平成19年度 (2007年度)事業概要 東北大学埋蔵文化財調査室
東北大学埋蔵文化財調査室年次報告2008 2010 平成20年度 (2008年度)事業概要 東北大学埋蔵文化財調査室
東北大学坦蔵文化財調査室年次報告2009 2012 平成21年度 (2009年度)事業概要 東北大学埋蔵文化財調査室
東北大学埋蔵文化財調査室年次報告2010 2012 平成22年度 (2010年度)事業概要 東北大学坦蔵文化財調査室
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